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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　通信網に接続するようにされ、通信処理を行うようにする通信手段と、
　受信したあるいは読み出した映像信号による映像の取り込み指示入力を受け付ける取込
指示入力受付手段と、
　前記取込指示入力受付手段により前記取り込み指示入力が受け付けられたときに、１画
面分の前記映像信号を取り込んで、これを記憶する映像記憶手段と、
　前記取込指示入力受付手段により前記取り込み指示入力が受け付けられたときには、表
示画面の一部の表示領域に副画面を設けるようにし、前記副画面に前記映像記憶手段に記
憶された１画面分の前記映像信号による映像を表示するようにするとともに、前記副画面
以外の表示領域の主画面に、受信したあるいは読み出した前記映像信号による映像を表示
するようにする映像信号処理手段と、
　前記副画面に表示される映像中に含まれる文字情報の利用指示入力を受け付ける利用指
示入力受付手段と、
　前記利用指示入力受付手段を通じて、前記利用指示入力が受け付けられたときに、前記
映像記憶手段に記憶された１画面分の前記映像信号により表示される映像中に表示される
文字情報を文字認識する文字情報認識手段と、
　前記文字認識手段により文字認識された前記文字情報から通信の相手先を示す文字情報
を抽出する文字情報抽出手段と、
　前記文字情報抽出手段により抽出された前記文字情報に基づいて、前記通信手段を通じ
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て通信処理を行えるように制御する通信制御手段と
　を備え、
　前記映像信号処理手段は、前記利用指示入力受付手段により前記利用指示入力が受け付
けられ、前記映像記憶手段に記憶された１画面分の前記映像信号により前記副画面に表示
される映像中に表示される前記文字情報が文字認識され、前記文字情報から通信の相手先
を示す文字情報が抽出されたときに、抽出された前記文字情報に基づいて前記通信制御手
段によって制御される通信処理を行うための画面を前記主画面に表示するようにし、受信
したあるいは読み出した前記映像信号に応じた映像を前記副画面に表示するようにする
　映像信号処理装置。
【請求項２】
　前記通信の相手先を示す文字情報が、電子メールの送信先を示す電子メールアドレス情
報である場合、
　前記通信制御手段は、電子メールの作成および送信を行えるようにし、
　前記映像信号処理手段は、前記利用指示入力受付手段により前記利用指示入力が受け付
けられ、前記映像記憶手段に記憶された１画面分の前記映像信号により前記副画面に表示
される映像中に表示される前記文字情報が文字認識され、前記文字情報から前記電子メー
ルアドレス情報が抽出されたときに、当該電子メールアドレス情報が入力済みの状態で、
前記電子メールの作成画面を、前記主画面に表示するようにし、受信したあるいは読み出
した前記映像信号に応じた映像を前記副画面に表示するようにする
　請求項１に記載の映像信号処理装置。
【請求項３】
　前記通信の相手先を示す情報が、通信網上に提供されている提供情報を特定するための
特定情報である場合、
　前記通信制御手段は、前記通信手段を制御して前記通信網との間に通信回線を接続し、
前記特定情報を用いて前記提供情報を利用できるようにし、
　前記映像信号処理手段は、前記利用指示入力受付手段により前記利用指示入力が受け付
けられ、前記映像記憶手段に記憶された１画面分の前記映像信号により前記副画面に表示
される映像中に表示される前記文字情報が文字認識され、前記文字情報から前記特定情報
が抽出されたときに、前記提供情報を、前記主画面に表示するようにし、受信したあるい
は読み出した前記映像信号に応じた映像を前記副画面に表示するようにする
　請求項１に記載の映像信号処理装置。
【請求項４】
　請求項１乃至３のいずれかに記載の映像信号処理装置であって、
　前記主画面と前記副画面とが設けられる表示画面を有する表示素子を備えることを特徴
とする映像表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　この発明は、例えば、テレビジョン信号を受信する受信機やＶＴＲ（ビデオテープレコ
ーダ）やＤＶＤ（デジタルビデオディスク）装置などの映像信号の再生装置、あるいは、
テレビジョン受像機などの映像信号処理装置、映像表示装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
テレビジョン放送番組（以下、テレビ放送番組という。）により商品の紹介をして、その
商品の購入申込を電話により受け付けるいわゆるテレビショッピングと呼ばれるテレビ放
送番組が放送されている。このテレビショッピングの場合、購入申込先の電話番号は、そ
の放送番組の中で、表示情報としてテレビジョン受像機（以下、テレビ受像機という。）
の表示画面に表示するようにして視聴者に提供する場合が多い。
【０００３】
また、インターネット利用者の増大にともない、インターネットを通じて情報のやり取り
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を行う電子メール（Ｅ－Ｍａｉｌ）により、テレビ放送番組に対する意見や感想、要望な
どを受け付けたり、視聴者プレゼントへの応募を受け付けるようにするテレビ放送番組が
増えてきている。
【０００４】
また、インターネットを通じて閲覧可能とされる提供情報であるいわゆるＷｅｂページを
、インターネットに接続されたサーバ装置に開設し、このＷｅｂページを通じてテレビ放
送番組中において紹介した情報の詳細情報などを提供するようにしているテレビ放送番組
も多くなってきている。
【０００５】
これら、テレビ放送番組において、電子メールやＷｅｂページを用いる場合に、電子メー
ルのあて先となるメールアドレスやＷｅｂページを特定しＷｅｂページにアクセスするた
めのＵＲＬ（Ｕｎｉｆｏｒｍ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｌｏｃａｔｏｒ）は、テレビ放送番組
の中で、表示情報としてテレビ受像機の表示画面に表示するようにして視聴者に提供する
場合が多い。
【０００６】
そして、視聴者は、視聴していたテレビ放送番組において、電話番号、メールアドレス、
ＵＲＬなどの通信の相手先を特定する情報が表示された場合には、それらをメモ用紙に書
き写す。そして、メモした電話番号に基づいて、電話をかけたり、また、メモしたメール
アドレスにより特定される相手先に電子メールを作成して送信したり、また、メモしたＵ
ＲＬにより特定されるＷｅｂページにアクセスしてこれを閲覧するようにしている。
【０００７】
しかし、前述したように、電話やインターネットなどの通信ネットワークを通じて、各種
の申し込みを受け付けたり、情報を提供したりするテレビ放送番組において、電話番号、
電子メールアドレス、ＵＲＬなどの表示が、メモ用紙を用意している間に、あるいは、書
き写している間に終了してしまう場合がある。
【０００８】
このため、最近のテレビ受像機の中には、表示されている映像を静止画像として取り込ん
で、表示するようにし、時間の制限なく、ゆっくり、必要な情報を確認したり、あるいは
、必要な情報を正確にメモすることができるようにするいわゆる画面メモ機能が搭載され
たものも提供されるようになってきている。
【０００９】
【発明が解決しようとする課題】
ところで、前述したように、テレビ放送番組において提供される電話番号や電子メールア
ドレス、ＵＲＬを用いて、相手先と通信をしたり、情報の提供を受けようとする場合には
、視聴者は、メモ用紙に書き写した、あるいは、画面メモ機能により静止画像として取り
込んだ情報を見ながら、電話番号をダイヤルしたり、電子メールアドレスやＵＲＬを手入
力する操作を行わなければならない。
【００１０】
このため、入力ミスにより、間違い電話をかけてしまったり、目的とする相手先に電子メ
ールを送信できなかったり、また、目的とするＷｅｂページを閲覧できないなどの場合が
発生することが多い。また、電話番号、電子メールアドレス、ＵＲＬを間違えてメモ用紙
などに書き写していた場合には、何度電話をかけ直しても、また、電子メールアドレスや
ＵＲＬを入力し直しても目的とする相手先との間で通信を行うことはできない。
【００１１】
また、最近では、テレビ受像機としての機能に加え、通信機能を備え、インターネットに
接続可能ないわゆるインターネットテレビ受像機も提供されるようになってきている。こ
のインターネットテレビ受像機を用いることによって、パーソナルコンピュータなどを用
いることなく、テレビ放送番組を視聴するのと同じ間隔で、インターネットに接続し、電
子メールの送受やＷｅｂページへのアクセスを行うことができるようになってきている。
【００１２】



(4) JP 4556301 B2 2010.10.6

10

20

30

40

50

しかし、インターネットテレビ受像機のテレビ放送信号を受信して再生するテレビ受像機
としての機能と、インターネットに接続するインターネット接続機能とは、それぞれ別の
機能である。このため、インターネットテレビ受像機の場合にも、テレビ放送番組によっ
て提供される電子メールアドレスやＵＲＬを用いる場合には、視聴者が、いちいち入力し
なければならない。
【００１３】
また、画面メモ機能を用いた場合には、電子メールアドレスやＵＲＬが表示された画面を
静止画像として取り込んで、表示するようにしたために、そのあとにテレビ放送番組中に
提供された情報を見逃してしまうなどということが発生する可能性がある。
【００１４】
以上のことにかんがみ、この発明は、上記問題点を一掃し、供給される映像信号により表
示するようにされる映像情報中に含まれる情報を、使用者の手を煩わせることなく利用す
ることができるとともに、供給される映像信号により表示するようにされる映像情報を見
逃すことがないようにすることができる映像信号処理装置を提供することを目的とする。
【００３１】
【課題を解決するための手段】
　上記課題を解決するため、請求項１に記載の発明の映像信号処理装置は、
　通信網に接続するようにされ、通信処理を行うようにする通信手段と、
　受信したあるいは読み出した映像信号による映像の取り込み指示入力を受け付ける取込
指示入力受付手段と、
　前記取込指示入力受付手段により前記取り込み指示入力が受け付けられたときに、１画
面分の前記映像信号を取り込んで、これを記憶する映像記憶手段と、
　前記取込指示入力受付手段により前記取り込み指示入力が受け付けられたときには、表
示画面の一部の表示領域に副画面を設けるようにし、前記副画面に前記映像記憶手段に記
憶された１画面分の前記映像信号による映像を表示するようにするとともに、前記副画面
以外の表示領域の主画面に、受信したあるいは読み出した前記映像信号による映像を表示
するようにする映像信号処理手段と、
　前記副画面に表示される映像中に含まれる文字情報の利用指示入力を受け付ける利用指
示入力受付手段と、
　前記利用指示入力受付手段を通じて、前記利用指示入力が受け付けられたときに、前記
映像記憶手段に記憶された１画面分の前記映像信号により表示される映像中に表示される
文字情報を文字認識する文字情報認識手段と、
　前記文字認識手段により文字認識された前記文字情報から通信の相手先を示す文字情報
を抽出する文字情報抽出手段と、
　前記文字情報抽出手段により抽出された前記文字情報に基づいて、前記通信手段を通じ
て通信処理を行えるように制御する制御手段と
　を備え、
　前記映像信号処理手段は、前記利用指示入力受付手段により前記利用指示入力が受け付
けられ、前記映像記憶手段に記憶された１画面分の前記映像信号により前記副画面に表示
される映像中に表示される文字情報が文字認識され、前記文字情報から通信の相手先を示
す文字情報が抽出されたときに、抽出された前記文字情報に前記通信制御手段によって制
御される通信処理を行うための画面を前記主画面に表示するようにし、受信したあるいは
読み出した前記映像信号に応じた映像を前記副画面に表示するようにすることを特徴とす
る。
【００３２】
　この請求項１に記載の発明の映像信号処理装置によれば、取込指示入力手段を通じて使
用者からの取り込み指示入力を受け付けると、映像記憶手段により、受信したあるいは読
み出した映像信号のうち、１画面分の映像を形成する映像信号が取り込まれて記憶保持さ
れる。そして、映像信号処理手段により、映像記憶手段に取り込まれた映像信号による１
画面分の映像は、副画面に表示され、引き続き受信されるあるいは引き続き読み出される
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映像信号による映像は、主画面に表示される。
【００３３】
　そして、利用指示入力受付手段を通じて、副画面に表示された映像中に表示されている
文字情報を利用することの指示が受け付けられると、副画面に表示された映像中に表示さ
れている文字情報が、文字情報認識手段により認識され、認識された文字情報のうち、通
信の相手先を示す文字情報抽出手段により抽出される。この抽出された文字情報に基づい
て、通信手段を通じて通信を行えるように、通信制御手段により各部が制御される。
　また、映像信号処理手段により、利用指示入力受付手段により利用指示入力が受け付け
られ、映像記憶手段に記憶された１画面分の映像信号により副画面に表示される映像中に
表示される文字情報が文字認識され、文字情報から通信の相手先を示す文字情報が抽出さ
れたときに、抽出された文字情報に基づいて通信制御手段によって制御される通信処理を
行うための画面が主画面に表示するようにし、受信したあるいは読み出した映像信号に応
じた映像が副画面に表示するようにされる。
【００３９】
　また、請求項２に記載の発明の映像信号処理装置は、請求項１に記載の映像信号処理装
置であって、
　前記通信の相手先を示す文字情報が、電子メールの送信先を示す電子メールアドレス情
報である場合、
　前記通信制御手段は、電子メールの作成および送信を行えるようにし、
　前記映像信号処理手段は、前記利用指示入力受付手段により前記利用指示入力が受け付
けられ、前記映像記憶手段に記憶された１画面分の前記映像信号により前記副画面に表示
される映像中に表示される前記文字情報が文字認識され、前記文字情報から前記電子メー
ルアドレス情報が抽出されたときに、当該電子メールアドレス情報が入力済みの状態で、
前記電子メールの作成画面を、前記主画面に表示するようにし、受信したあるいは読み出
した前記映像信号に応じた映像を前記副画面に表示するようにすることを特徴とする。
【００４０】
　この請求項２に記載の発明の映像信号処理装置によれば、映像に含まれる通信の相手先
を特定するための文字情報が電子メールアドレスであるときには、文字認識されて得られ
るその電子メールアドレスが入力された状態で電子メールの作成画面が表示され、電子メ
ールの作成および送信を行うことができる。また、利用指示入力受付手段により前記利用
指示入力が受け付けられ、映像記憶手段に記憶された１画面分の映像信号により副画面に
表示される映像中に表示される文字情報が文字認識され、文字情報から電子メールアドレ
ス情報が抽出されたときには、映像信号処理手段により、引き続き受信されるあるいは引
き続き読み出される映像信号による映像は、副画面に表示され、電子メールの作成画面は
、主画面に表示される。
【００４１】
　これにより、使用者は、使用者自身が電子メールアドレスを入力することなく、表示素
子に表示された映像中に文字情報として表示される電子メールアドレスを取得し、この取
得した電子メールアドレスを用いて、目的とする相手先に電子メールを送信することがで
きる。したがって、目的とする相手先に対して迅速かつ確実に電子メールを作成して送信
することができる。さらに、引き続き受信されるあるいは引き続き読み出される映像信号
による映像を継続して見るようにすることができるとともに、同時に電子メールを作成し
て送信するようにすることができる。
【００４５】
　また、請求項３に記載の発明の映像信号処理装置は、請求項１に記載の映像信号処理装
置であって、
　前記通信の相手先を示す情報が、通信網上に提供されている提供情報を特定するための
特定情報である場合、
　前記通信制御手段は、前記通信手段を制御して前記通信網との間に通信回線を接続し、
前記特定情報を用いて前記提供情報を利用できるようにし、
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　前記映像信号処理手段は、前記利用指示入力受付手段により前記利用指示入力が受け付
けられ、前記映像記憶手段に記憶された１画面分の前記映像信号により前記副画面に表示
される映像中に表示される前記文字情報が文字認識され、前記文字情報から前記特定情報
が抽出されたときに、前記提供情報を、前記主画面に表示するようにし、受信したあるい
は読み出した前記映像信号に応じた映像を前記副画面に表示するようにすることを特徴と
する。
【００４６】
　この請求項３に記載の発明の映像信号処理装置によれば、映像中に表示される通信の相
手先を特定するための文字情報がインターネット上に提供されるＷｅｂページのＵＲＬな
どの特定情報であるときには、文字認識されて得られるその特定情報が用いられて、自動
的に目的とする提供情報を利用することができるようにされる。また、利用指示入力受付
手段により前記利用指示入力が受け付けられ、映像記憶手段に記憶された１画面分の映像
信号により副画面に表示される映像中に表示される文字情報が文字認識され、文字情報か
ら特定情報が抽出されたときには、映像信号処理手段により、引き続き受信されるあるい
は引き続き読み出される映像信号による映像は、副画面に表示され、Ｗｅｂページなどの
提供情報は、主画面に表示される。
【００４７】
　これにより、使用者は、使用者自身がＵＲＬなどの提供情報を特定するための特定情報
を入力することなく、表示素子に表示された映像中に文字情報として表示される特定情報
を取得し、この取得した特定情報を用いて、目的とする提供情報にアクセスしてこれを利
用することができるようにされる。したがって、目的とする提供情報を迅速かつ確実に取
得するようにして利用することができる。さらに、引き続き受信されるあるいは引き続き
読み出される映像信号による映像を継続して見るようにすることができるとともに、同時
にＷｅｂページなどの提供情報を閲覧するようにすることができる。
【００５１】
　また、請求項４に記載の発明の映像信号処理装置は、請求項１乃至３のいずれかに記載
の映像信号処理装置であって、
　前記主画面と前記副画面とが設けられる表示画面を有する表示素子を備える映像表示装
置であることを特徴とする。
【００５２】
　この請求項４に記載の映像信号処理装置によれば、映像信号処理装置は、主画面および
副画面が設けられる表示画面を有する表示素子が設けられた映像表示装置であり、映像信
号処理手段からの映像信号により、表示素子の表示画面に、主画面と副画面とが形成され
、そのそれぞれに映像が表示される。
【００５３】
これにより、表示素子に表示される映像を確認して、映像を取り込むようにし、取り込ん
だ映像中に表示される通信の相手先を示す情報を自動的に検出して、これを用いて目的と
する相手先との間で、迅速にかつ簡単に通信を行うようにすることができる。
【００５４】
【発明の実施の形態】
以下、図を参照しながらこの発明による映像信号処理装置および映像表示装置の一実施の
形態について説明する。以下に説明する実施の形態においては、この発明による映像信号
処理装置および映像表示装置をテレビ受像機に適用した場合を例にして説明する。
【００５５】
図１は、この実施の形態のテレビ受像機を説明するためのブロック図である。
図１に示すように、この実施の形態のテレビ受像機は、屋外に設置される地上波のテレビ
放送信号の受信アンテナ１に接続される選局部（チューナ部）２、復調部３、セレクタ４
、キャプチャメモリ部５、Ｄ／Ａ変換部６、映像信号処理部７、スイッチ回路８、子画面
処理部９、映像合成部１０、ディスプレイ（Ｃａｔｈｏｄｅ－Ｒａｙ　Ｔｕｂｅ）１１、
音声信号増幅部１２、スピーカ１３を備えている。
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【００５６】
また、この実施の形態のテレビ受像機の各部は、制御部２０によって制御するようにされ
ている。制御部２０は、図１に示すように、ＣＰＵ（ＣｅｎｔｒａｌＰｒｏｃｅｓｓｉｎ
ｇ　Ｕｎｉｔ）２１、ＲＯＭ（Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）２２、ＲＡＭ（Ｒａ
ｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）２３、ＥＥＰＲＯＭ（Ｅｌｅｃｔｒｉｃａｌｌ
ｙ　Ｅｒａｓａｂｌｅ　Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ
）２４がＣＰＵバス２５を通じて接続されて構成されたマイクロコンピュータである。
【００５７】
ＲＯＭ２２は、この実施の形態のテレビ受像機において実行する各種の処理プログラムや
処理に必要なデータなどが記録されたものである。ＲＡＭ２３は、各種の処理において得
られたデータを一時的に記憶保持するなどのように、主に各種の処理の作業領域として用
いられるものである。ＥＥＰＲＯＭ２４は、いわゆる不揮発性のメモリであり、電源が落
とされても、記憶保持した情報が失われることがないようにされたものであり、各種のパ
ラメータ情報などが記憶保持される。
【００５８】
また、制御部２０には、電話回路３０が接続されている。電話回路３０は、電話網やイン
ターネットなどの通信網（通信ネットワーク）と、この実施の形態のテレビ受像機とを接
続するためのものである。この実施の形態において、電話回路３０は、電話網に接続され
た電話線Ｌに接続するようにされている。電話線Ｌに接続された端子ＭＪは、電話線Ｌと
、この実施の形態のテレビ受像機とを接続するためのいわゆるモジュラージャックである
。また、電話回路３０には、接続端子ＪＫを通じて、通話を行うためのハンドセット（送
受話器）３１が接続される。
【００５９】
そして、この実施の形態のテレビ受像機は、電話回路３０、電話線Ｌ、および、所定のＩ
ＳＰ（Ｉｎｔｅｒｎｅｔ　Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ｐｒｏｖｉｄｅｒ）を通じてインターネット
に接続し、電子メールの送受信を行ったり、インターネット上に提供されているＷｅｂペ
ージなどの各種の情報（コンテンツ）の提供を受けることができるものである。
【００６０】
また、この実施の形態のテレビ受像機は、電話回路３０、電話線Ｌを通じて、目的とする
相手先との間に電話回線を接続し、ハンドセット３１を通じて通話を行うことができるも
のである。このように、電話回路３０は、いわゆるモデムとしての機能を有するとともに
、電話機能をも実現するためのものである。
【００６１】
このため、制御部１００は、電話回路部３０を制御して、オフフックしたりオンフックす
るなどのことができるとともに、オフフックするように電話回路３０を制御したときには
、所定のダイヤル信号を送出するようにするいわゆるダイヤラとしての機能などをも備え
たものである。
【００６２】
また、制御部２０には、インターフェース（以下、Ｉ／Ｆ部と略称する。）４１を通じて
、ハードディスクドライブ４２が接続されている。ハードディスクドライブ部４２は、記
憶媒体としてハードディスクが搭載されたものである。そして、ハードディスクドライブ
４２は、Ｉ／Ｆ部４１を通じて制御部２０から供給されるデータをハードディスクに記録
したり、ハードディスクに記録されているデータを読み出して、これをＩ／Ｆ部４１を通
じて制御部２０に供給することができるものである。
【００６３】
このハードディスクドライブ４２に搭載されるハードディスクには、前述もしたように、
インターネットを通じて取得するいわゆるＷｅｂページなどのコンテンツや、受信した電
子メール、送信した、あるいは、送信する電子メールなどが記憶保持される。そして、ハ
ードディスクに記録された情報を必要に応じて読み出して利用することができるようにし
ている。
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【００６４】
また、制御部２０には、Ｉ／Ｆ部５１を通じて、リモコン信号受光部５１が接続されてい
る。リモコン信号受光部５１は、リモートコマンダ（以下、リモコンと略称する。）１０
０からの赤外線のリモコン信号を受光し、これを電気信号に変換して制御部２０に供給す
るものである。これにより、制御部２０は、リモコン信号受光部５２により受光するリモ
コン１００からのリモコン信号に応じて各部を制御し、リモコン１００に対して行われた
使用者からの指示入力操作に応じた処理を実行することができるようにしている。
【００６５】
そして、この実施の形態のテレビ受像機は、テレビ放送信号を受信、選局し、選局したテ
レビ放送信号を復調して再生するテレビモードを有するとともに、前述したように電話回
路３０を備えることにより、インターネットに接続し、インターネット上に提供されてい
るＷｅｂページなどのコンテンツにアクセスすることを可能にするインターネットモード
と、電子メールを作成したり、インターネットに接続して作成した電子メールを送信した
り、あるいは、使用者宛ての電子メールを受信することを可能にする電子メール（Ｅ－Ｍ
ａｉｌ）モードと、電話網を通じて目的とする相手先との間に電話回線を接続して通話を
可能にする電話モードとを有するものである。
【００６６】
また、この実施の形態のテレビ受像機は、テレビモードにあるときに、ディスプレイ１１
に表示された映像を静止画像として取り込むようにする画面メモ機能を備えている。この
画面メモ機能は、テレビ放送番組を視聴していて、使用者（視聴者）が必要とする表示情
報（文字情報）がディスプレイ１１に表示された場合に、そのときの１画面分の映像を形
成する映像信号を後述するキャプチャメモリ部５のメモリに取り込んで、この実施の形態
においては、ディスプレイ１１の表示画面の一部の表示領域に設けるようにされる子画面
に表示するようにする機能である。
【００６７】
この場合、使用者が必要とする表示情報としては、テレビショッピングなどのテレビ放送
番組を視聴してい場合に表示される購入申込先の電話番号、テレビ放送番組に対する意見
や感想の受け付け先の電子メールアドレス、あるいは、テレビ放送番組で提供した情報の
詳細情報を提供するＷｅｂページのＵＲＬなどの通信の相手先を特定する情報である。
【００６８】
そして、この実施の形態のテレビ受像機は、画面メモ機能により取り込んだ映像信号によ
り表示される映像中に表示情報（文字情報）として表示される電話番号、電子メールアド
レス、ＵＲＬなどの通信の相手先を特定する情報を文字認識することにより検出する文字
認識機能をも備え、検出した情報を２次利用することができるようにしている。
【００６９】
すなわち、この実施の形態のテレビ受像機においては、詳しくは後述もするが、文字認識
機能により検出した通信の相手先を特定する情報を用いるように使用者から指示された場
合に、検出した通信の相手先を特定する情報に応じて、電話回路を制御し、目的とする相
手先との間で通信を行うことができるようにしている。
【００７０】
また、この実施の形態のテレビ受像機においては、リモコン１００の操作キーを操作する
ことにより、各モードへの切り換えを手動で行うこともできるようにされている。図２は
、この実施の形態のテレビ受像機のリモコン１００の一例を説明するための図である。
【００７１】
図２に示すように、この実施の形態のテレビ受像機用のリモコン１００は、電源のオン／
オフキー１０１を備えるとともに、各種の機能キーとして、スリープ機能のオン／オフキ
ー１０２、ミュート機能のオン／オフキー１０３、インターネットモードへの切り換えキ
ー１０４、電子メールモードへの切り換えキー１０５、テレビモードへの切り換えキー１
０６、電話モードへの切り換えキー１０７、画面メモ機能の実行キー１０８、画面メモ機
能の消去キー１０９を備えたものである。
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【００７２】
また、リモコン１００は、図２に示すように、チャンネル選択用の数字キー群１１０、テ
レビ放送信号の選局チャンネルのアップ／ダウンキー１１１、音量のアップ／ダウンキー
１１２を備えるとともに、予め用意されたメニューからの処理の実行を可能にするため、
メニュー表示のオン／オフキー１１３、リセットキー１１４、リターンキー１１５、エン
ターキー１１６、カーソルを移動させる場合などに用いるアップ／ダウンキー１１７、右
矢印キー１１８、左矢印キー１１９を備えたものである。
【００７３】
そして、リモコン１００は、使用者により操作された操作キーに応じたリモコン信号を生
成し、これを赤外線の信号として送出する。これにより、前述したように、使用者は、リ
モコン１００を通じて、電源のオン／オフを初め、スリープ機能やミュート機能のオン／
オフを行うことができる。また、テレビモードにあるときに、画面メモ機能の実行キー１
０８を押下することにより、画面メモ機能を実行することができる。
【００７４】
また、インターネットモードへの切り換えキー１０４、電子メールモードへの切り換えキ
ー１０５、テレビモードへの切り換えキー１０６、電話モードへの切り換えキー１０７を
押下することにより、その押下された切り換えきーに応じたモードに切り換えることがで
きるようにしている。
【００７５】
そして、前述もしたように、この実施の形態のテレビ受像機においては、電源の投入直後
においては、制御部２０の制御によりテレビモードとなるようにされている。そして、こ
のテレビモード時においては、アンテナ１を通じて受信されたテレビ放送信号が、選局部
２に供給される。
【００７６】
選局部２は、受信アンテナ１からのテレビ放送信号の中から、制御部２０からの選局指示
信号に応じたテレビ放送信号を選局し、この選局したテレビ放送信号を復調部３に供給す
る。復調部３は、これに供給されたテレビ放送信号を復調して、復調後の映像信号と音声
信号とをセレクタ４に供給するとともに、セレクタ４に供給する映像信号をキャプチャメ
モリ部５にも供給する。
【００７７】
キャプチャメモリ部５は、いわゆる画面メモ機能を実現するためのものであり、使用者に
よりリモコン１００の画面メモ機能の実行キー１０８が押下されたときに、１画面分の映
像を形成する映像信号を記憶するメモリを備えたものである。このキャプチャメモリ部５
に取り込まれた映像信号は、キャプチャメモリ部５においてＤ／Ａ変換されて、セレクタ
４の後段に設けられたスイッチ回路８の入力端ｂに供給される。
【００７８】
セレクタ４には、復調部３からの映像信号、音声信号の他に、Ｄ／Ａ変換部６を通じて、
制御部２０から供給される映像信号と、音声信号とが供給するようにされている。制御部
２０からＤ／Ａ変換部６を通じてセレクタ４に供給される映像信号や音声信号は、電話回
路３０を通じて、取り込んだ、例えば、インターネット上に提供されているいわゆるＷｅ
ｂページの情報や、電子メールなどの情報である。
【００７９】
そして、セレクタ４は、制御部２０からの切り換え制御信号に応じて、復調部３からの映
像信号と、Ｄ／Ａ変換部６を通じて供給される制御部２０からの映像信号のうち、どちら
の映像信号を映像信号処理部７に供給し、どちら信号をスイッチ回路８の入力端ａに供給
するかを切り換える。
【００８０】
また、セレクタ４は、制御部２０からの切り換え制御信号に応じて、復調部３からの音声
信号と、Ｄ／Ａ変換部６を通じて供給される制御部２０からの音声信号のうち、どの音声
信号を音声信号増幅部１２に供給するかを切り換える。
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【００８１】
そして、映像信号処理部７は、セレクタ４からの映像信号から表示用信号を形成し、これ
を映像合成部１１に供給する。また、セレクタ４の後段に設けられたスイッチ回路８には
、セレクタ４からの映像信号と、前述したように、画面メモ機能の実行キー１０８が押下
された場合に、キャプチャメモリ部５に記憶される静止画像を表示するための映像信号と
の供給を受け、制御部２０からの切り換え制御信号に応じて、いづれの映像信号を出力す
るかを切り換える。
【００８２】
スイッチ回路８から出力される映像信号は、子画面処理部９に供給される。子画面処理部
９は、いわゆるＰｉｎＰ（Ｐｉｃｔｕｒｅ　ｉｎ　Ｐｉｃｔｕｒｅ）とよばれる２画面表
示の態様で映像を表示するためのものである。ＰｉｎＰは、ディスプレイの表示画面の一
部の領域に子画面を設け、この子画面以外の領域を親画面とし、子画面と親画面とに独立
に映像を表示するようにするものである。
【００８３】
そして、子画面処理部９は、ディスプレイ１１の表示画面の一部の領域に設けられる子画
面としての表示領域の大きさに合致するように、スイッチ回路８からの映像信号による映
像を縮小するようにする処理をスイッチ回路８からの映像信号に対して施し、処理後の映
像信号を映像合成部１０に供給する。
【００８４】
映像合成部１０は、映像信号処理部７からの映像信号（親画面用の映像信号）と、子画面
処理部９からの映像信号（子画面用の映像信号）とを合成し、ディスプレイ１１の表示画
面に親画面と子画面との２画面の映像を表示する映像信号を形成し、これをディスプレイ
１１に供給する。
【００８５】
このように、この実施の形態のテレビ受像機は、映像信号処理部７と、子画面処理部９と
、映像合成部１０とにより、映像信号処理手段を形成し、後述する例えば図３Ｂ、Ｃに示
すように、親画面１１Ｍと、子画面１１Ｓとの２画面のそれぞれに独立して映像を表示す
る態様で映像を映出することができるようにしている。なお、この実施の形態のテレビ受
像機においては、画面メモ機能が実行されないときには、映像合成部１０においての映像
の合成処理は行なわれず、映像信号処理部７からの映像信号による映像が、ディスプレイ
１１の表示画面の全面に表示される。
【００８６】
一方、音声信号増幅部１２は、これに供給された音声信号を所定のレベルにまで増幅し、
これをスピーカ１３に供給する。これにより、スピーカ１３からは、セレクタ４から出力
された音声信号に応じた音声が放音される。
【００８７】
［画面メモ機能の利用について］
そして、前述もしたように、テレビモードにあるときに、画面メモ機能を用いてキャプチ
ャメモリ部５に取り込んだ映像中に電話番号、電子メールアドレス、ＵＲＬなどの通信の
相手先などを特定する情報が表示情報（文字情報）として含まれている場合に、この表示
情報を文字認識することにより検出し、２次利用することができるようにしている。
【００８８】
以下、画面メモ機能により静止画像として取り込んだテレビ放送番組の映像中に、▲１▼
電話番号が表示されている場合と、▲２▼電子メールアドレスが表示されている場合と、
▲３▼ＵＲＬが表示されている場合とについて、それらの情報を２次利用する場合のテレ
ビ受像機の動作について説明する。
【００８９】
［▲１▼電話番号が表示されている場合について］
図３は、テレビショッピングのテレビ放送番組を視聴していて、購入の申込先の電話番号
が文字情報として表示された場合に、その映像を取り込んで、２次利用する場合を説明す
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るための図である。
【００９０】
テレビモード時においては、復調部３からの映像信号が、セレクタ４、映像信号処理部７
、映像合成部１０を通じてディスプレイ１１に供給され、図３Ａに示すように、テレビ放
送番組の映像が、ディスプレイ１１の表示画面１１Ｇの全面に表示される。また、この場
合、復調部３からの音声信号が、セレクタ４、音声増幅部１２を通じて、スピーカ１３に
供給され、テレビ放送番組の音声がスピーカ１３から放音される。
【００９１】
そして、図３Ａに示すように、購入の申し込み先の電話番号が表示された場合に、使用者
は図２に示したリモコン１００の画面メモ機能の実行キー１０８を押下する。画面メモ機
能の実行キー１０８が押下されると、リモコン１００からは、画面メモ機能の実行を指示
する赤外線のリモコン信号が送出され、これがテレビ受像機のリモコン信号受信部５２に
より受光されて電気信号に変換され、制御部２０に供給される。
【００９２】
制御部２０は、画面メモ機能の実行を指示する信号の供給を受けると、キャプチャメモリ
部５を制御して、復調部３からの映像信号をＡ／Ｄ変換してキャプチャメモリ部のキャプ
チャメモリに取り込むようにする。
【００９３】
キャプチャメモリ部５は、制御部２０からの制御に応じて、復調部３から映像信号を１画
面分（１フレーム分）取り込み、この取り込んだ映像信号をＤ／Ａ変換して１画面分の映
像を表示する映像信号としてスイッチ回路８の入力端ｂに供給する。このとき、スイッチ
回路８は、制御部２０からの制御信号により、入力端ｂに供給された映像信号を出力する
ように切り換えられる。
【００９４】
また、制御部２０は、合成処理部１０に対して制御信号を供給し、映像信号処理部７から
の映像信号と、子画面処理部９からの映像信号とを合成するようにする。これにより、図
３Ｂに示すように、ディスプレイ１１には、子画面１１Ｓが設けられるとともに、子画面
以外の領域が、親画面１１Ｍとされる。
【００９５】
そして、前述したように、子画面処理部９には、スイッチ回路８の入力端ｂに供給された
キャプチャメモリ部５からの映像信号が供給されている。このため、図３Ｂに示したよう
に、子画面１１Ｓには、画面メモ機能によりキャプチャメモリ部５に取り込んだ電話番号
を表示情報として含む映像（静止画像）が表示され、親画面１１Ｍには、映像信号処理部
７からのテレビ放送番組の映像が表示される。
【００９６】
そして、図３Ｂに示したように、画面メモ機能を実行し、電話番号を含む映像を表示した
後に、その映像中に表示される電話番号を利用して電話をかけようとする場合には、画面
表示が、図３Ｂに示したように子画面が表示されているときに、再度、画面メモ機能の実
行キー１０８を押下する。すると、制御部２０により、キャプチャメモリ部５に取り込ま
れた映像中に含まれる文字情報の文字認識処理が開始される。
【００９７】
すなわち、制御部２０は、キャプチャメモリ部５に取り込まれた映像信号（映像データ）
を読み込んで解析し、文字情報が含まれるであろうエリアを確定する。そして、そのエリ
ア内において文字であろう部分のマッチングデータを形成するとともに、この形成したマ
ッチングデータと、制御部２０のＲＯＭ２２に予め用意されている文字のマッチングデー
タとのパターンマッチングを行って、文字認識を行い、認識した文字を文字データにエン
コードとしてＥＥＰＲＯＭ２４に記憶保持する。
【００９８】
このように、静止画像としてキャプチャメモリ部５に取り込まれた映像中に表示される電
話番号をいわゆるパターンマッチング法を用いて文字情報として認識し、これをＥＥＰＲ
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ＯＭ２４に記憶保持することにより、２次利用することができるようにしている。
【００９９】
そして、制御部２０は、電話回路をオフフックするようにし、前述したように、文字認識
してＥＥＰＲＯＭ２４に記憶保持するようにした電話番号（文字データ）を読み出してデ
コードし、これを用いてダイヤル動作を行って、文字認識した電話番号の相手先との間に
電話回線を接続するようにする。
【０１００】
この後、電話回線が接続された場合には、図１に示しように、電話回路３０に接続端子Ｊ
Ｋを介して接続されるハンドセット３１を通じて、通話を行うことができる。この例の場
合には、購入の申し込み先である購入受付センターとの間に電話回線を接続し、商品の購
入申し込みを行うことができる。
【０１０１】
この場合には、使用者は、ダイヤル操作を行うことなく、文字認識された電話番号に基づ
いて自動ダイヤルして電話をかけることができる。したがって、表示情報として提供され
る電話番号をいちいちメモするなどの手間をかけることなく、迅速に目的とする相手先に
電話をかけることができる。しかも、文字認識された電話番号に基づいて電話をかけるこ
とができるので、間違い電話をかけることもなく、迅速に、確実に目的とする相手先に電
話をかけて通話をすることができる。
【０１０２】
［▲２▼電子メールアドレスが表示されている場合について］
図４は、テレビ放送番組を視聴していて、視聴者プレゼントの応募先として、また、意見
や感想の受付先として電子メールアドレスが文字情報として表示された場合に、その映像
を静止画像として取り込んで、２次利用する場合を説明するための図である。
【０１０３】
図４Ａに示すように、テレビ放送番組の映像が、ディスプレイ１１の表示画面１１Ｇの全
面に表示され、その表示された映像中に視聴者プレゼントの応募先あるいは意見や感想の
受付先として電子メールアドレスが表示された場合に、使用者は図２に示したリモコン１
００の画面メモ機能の実行キー１０８を押下する。
【０１０４】
すると、図３を用いて前述した電話番号が文字情報として表示されている場合と同様に、
テレビ受像機においては、制御部２０の制御により、キャプチャメモリ部５への映像信号
の取り込みが行われる。そして、図４Ｂに示すように、キャプチャメモリ部５に静止画像
として取り込まれた電子メールアドレスを文字情報として含む映像が子画面１１Ｓに表示
され、親画面１１Ｍには、復調部３からのテレビ放送番組の映像が引き続き表示される。
【０１０５】
そして、図４Ｂに示したように、画面メモ機能を実行し、電子メールアドレスを含む映像
を静止画像して子画面１１Ｓに表示した後に、その静止画像中に含まれる電子メールアド
レスの相手先に電子メールを送信しようとする場合には、再度、画面メモ機能の実行キー
を押下する。
【０１０６】
すると、制御部２０は、キャプチャメモリ部５に取り込まれた映像データを読み込んで解
析し、文字情報が含まれるであろうエリアを確定し、このエリア内において文字であろう
部分のマッチングデータを形成する。そして、この形成したマッチングデータと、制御部
２０のＲＯＭ２２に予め用意されている文字のマッチングデータとのパターンマッチング
を行って、文字認識を行い、認識した文字を文字データとしてＥＥＰＲＯＭ２４に記憶保
持する。
【０１０７】
このように、キャプチャメモリ部５に取り込まれた映像信号により表示される映像中に表
示される電子メールアドレスを文字情報として認識し、これをＥＥＰＲＯＭ２４に記憶保
持することにより、２次利用することができるようにしている。
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【０１０８】
そして、この実施の形態のテレビ受像機の場合には、図４Ｂに示したように、電子メール
アドレスを含む映像を静止画像して子画面１１Ｓに表示した後に、再度、画面メモ機能の
実行キーを押下すると、図４Ｃに示すように、電子メールアドレスの利用の指示を受け付
けたことをユーザに示すため、例えば、子画面１１Ｓの枠部分を反転表示する。
【０１０９】
この後、制御部２０は、ＲＯＭ２２、あるいは、ハードディスクドライブ４２のハードデ
ィスクに記憶されている電子メールの作成プログラムを読み込んで実行し、電子メールの
作成画面を表示するための映像信号をＤ／Ａ変換部６を通じてセレクタ４に供給する。
【０１１０】
そして、制御部２０は、セレクタ４を制御して、制御部２０からの電子メールの作成画面
を表示するための映像信号を映像信号処理回路７に供給するようにするとともに、復調部
３からの映像信号をスイッチ回路８の入力端ａに供給し、復調部３からの音声信号を音声
信号増幅部１２に供給する。
【０１１１】
また、制御部２０は、スイッチ回路８を制御して、スイッチ回路８からスイッチ回路８の
入力端ａに供給された映像信号を出力して、子画面処理部９に供給するようにするととも
に、映像合成部１０を制御して、ＰｉｎＰの態様での映像の表示を続行するようにする。
【０１１２】
これにより、図４Ｄに示すように、親画面１１Ｍには、文字認識することにより検出した
電子メールアドレスを目的とする相手先の電子メールアドレスとして入力された状態の電
子メールの作成画面が表示される。この電子メールの作成画面を用いて、電子メールを作
成することができるようにされる。
【０１１３】
そして、図示しないが、電子メールの作成画面中に設けられる送信ボタンアイコンをリモ
コン１００のアップ／ダウンキー１１７を操作することにより選択して、リモコン１００
のエンターキー１１６を押下することにより、テレビ受像機に対して作成した電子メール
の送信を指示する。
【０１１４】
この送信指示を受けると、制御部２０は、電話回路３０を制御して、オフフックし、ＥＥ
ＰＲＯＭ２４に予め記憶されている所定のＩＳＰの電話番号を読み出して電話をかけるこ
とにより、目的とするＩＳＰとの間に電話回線を接続する。
そして、そのＩＳＰを通じて、作成した電子メールを、文字認識した電子メールアドレス
により特定される相手先のメールボックスに送信する。
【０１１５】
一方、子画面には、図４Ｄに示したように、復調部３からのテレビ放送番組の映像が表示
されるとともに、スピーカからは、そのテレビ放送番組の音声が放音するようにされてい
るので、電子メールを作成したり、電子メールを送信したりするようにしても、視聴中の
テレビ放送番組の視聴が中断されることがなく、そのテレビ放送番組により提供される情
報を見落としたり、聞き落とすなどのことを防止することができる。
【０１１６】
電子メールアドレスは、テレビ受像機の制御部２０において、文字認識された電子メール
がそのままもちいられるので、使用者は、比較的に文字数の多い電子メールアドレスを手
入力する必要がなく、迅速に、かつ、正確に、目的とする相手先に対する電子メールを作
成して送信することができる。
【０１１７】
［▲３▼ＵＲＬが表示されている場合について］
図５は、テレビ放送番組を視聴していて、その放送番組に関連する情報を提供するＷｅｂ
ページのＵＲＬや、その放送番組で提供した情報の詳細情報を提供するＷｅｂページのＵ
ＲＬなどが文字情報として表示された場合に、その映像を静止画像として取り込んで、２
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次利用する場合を説明するための図である。
【０１１８】
図５Ａに示すように、テレビ放送番組の映像が、ディスプレイ１１の表示画面１１Ｇの全
面に表示され、その表示された映像中にインターネット上に提供されているＷｅｂページ
のＵＲＬが表示された場合に、使用者は図２に示したリモコン１００の画面メモ機能の実
行キー１０８を押下する。
【０１１９】
すると、この場合においても、図３を用いて前述した電話番号が文字情報として表示され
ている場合と同様に、テレビ受像機においては、制御部２０の制御により、キャプチャメ
モリ部５への映像信号の取り込みが行われる。そして、図５Ｂに示すように、キャプチャ
メモリ部５に取り込まれたＵＲＬを文字情報として含む映像が子画面１１Ｓに表示され、
親画面１１Ｍには、復調部３からのテレビ放送番組の映像が引き続き表示される。
【０１２０】
そして、図５Ｂに示したように、画面メモ機能を実行し、ＵＲＬを含む映像を静止画像し
て表示した後に、その静止画像中に含まれるＵＲＬにより特定されるＷｅｂページにアク
セスしようとする場合には、再度、画面メモ機能の実行キーを押下する。
【０１２１】
すると、制御部２０は、キャプチャメモリ部５に取り込まれた映像データを読み込んで解
析し、文字情報が含まれるであろうエリアを確定し、このエリア内において文字であろう
部分のマッチングデータを形成する。そして、この形成したマッチングデータと、制御部
２０のＲＯＭ２２に予め用意されている文字のマッチングデータとのパターンマッチング
を行って、文字認識を行い、認識した文字を文字データとしてＥＥＰＲＯＭ２４に記憶保
持する。
【０１２２】
このように、静止画像としてキャプチャメモリ部５に取り込まれた静止画像に表示される
ＵＲＬを文字情報として認識し、これをＥＥＰＲＯＭ２４に記憶保持することによって、
２次利用することができるようにしている。
【０１２３】
そして、この実施の形態のテレビ受像機は、図５Ｃに示したように、ＵＲＬの利用の指示
を受け付けたことをユーザに示すため、例えば、子画面１１Ｓの枠部分を反転表示する。
この後、制御部２０は、ＲＯＭ２２、あるいは、ハードディスクドライブ４２のハードデ
ィスクに記憶されているＷｅｂページの閲覧プログラム（いわゆるブラウザ）を読み込ん
で実行する。そして、Ｗｅｂページの閲覧画面を表示するための映像信号をＤ／Ａ変換部
６を通じてセレクタ４に供給する。
【０１２４】
そして、制御部２０は、セレクタ４を制御して、制御部２０からのＷｅｂページの閲覧画
面を表示するための映像信号を映像信号処理回路７に供給するようにするとともに、復調
部３からの映像信号をスイッチ回路８の入力端ａに供給し、復調部３からの音声信号を音
声信号増幅部１２に供給する。
【０１２５】
また、制御部２０は、スイッチ回路８に切り換え制御信号を供給し、スイッチ回路８の入
力端ａに供給された映像信号を出力して、子画面処理部９に供給するようにスイッチ回路
８を切り換えるとともに、映像合成部１０を制御して、ＰｉｎＰの態様での映像の表示を
続行するようにする。
【０１２６】
同時に、制御部２０は、電話回路３０を制御して、オフフックし、ＥＥＰＲＯＭ２４に予
め記憶されている所定のＩＳＰの電話番号を読み出して、そのＩＳＰに電話をかけること
により電話回線を接続する。そして、そのＩＳＰを通じて、文字認識したＵＲＬにより特
定されるＷｅｂページにアクセスし、そのＷｅｂページをダウンロードする。
【０１２７】
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このダウンロードしたＷｅｂページは、制御部２０からＤ／Ａ変換部６、セレクタ４、映
像信号処理回路７を通じて映像合成部１０に供給される。これにより、図５Ｄに示すよう
に、親画面１１Ｍには、文字認識することにより検出したＵＲＬにより特定されるＷｅｂ
ページが表示される。
【０１２８】
一方、子画面には、図５Ｄに示しめしたように、復調部３からのテレビ放送番組の映像が
表示されるとともに、スピーカからは、そのテレビ放送番組の音声が放音するようにされ
ているので、Ｗｅｂページを表示するようにしても、視聴中のテレビ放送番組の視聴が中
断されることがなく、そのテレビ放送番組により提供される情報を見落としたり、聞き落
とすなどのことを防止することができる。
【０１２９】
また、ＵＲＬは、テレビ受像機の制御部２０において、文字認識されたＵＲＬがそのまま
用いられるので、使用者は、比較的に文字数の多いＵＲＬを手入力する必要がなく、迅速
に、かつ、正確に、目的とするＷｅｂページをダウンロードして表示するようにすること
ができる。
【０１３０】
なお、テレビ放送番組の映像中に表示される電話番号、電子メールアドレス、ＵＲＬは、
文字認識されて、ＥＥＰＲＯＭ２４に記憶保持されるので、繰り返し利用することが可能
となる。したがって、目的とする相手先や、目的とするＩＳＰに電話を掛けても電話回線
を接続できなかった場合には、所定の間隔をあけて、自動的に電話を掛け直したり、使用
者から指示されたタイミングで電話回線の接続を行うための電話番号の再度の入力を行う
ようにすることもできる。
【０１３１】
［画面メモ機能実行時のテレビ受像機の処理について］
次に、テレビモード時における画面メモ機能の実行時の処理について、図６～図８のフロ
ーチャートを参照しながら説明する。この実施の形態のテレビ受像機に電源が投入され、
テレビモードとして動作するようにされると、この実施の形態のテレビ受像機の制御部２
０は、図６～図８に示す処理を実行する。
【０１３２】
まず、制御部２０は、リモコン１００を通じての使用者からの操作入力を待つ（ステップ
Ｓ１０１）。ステップＳ１０１の判断処理において、操作入力がされたと判断したときに
は、その操作入力は、画面メモ機能の実行を指示するものか否かを判断する（ステップＳ
１０２）。
【０１３３】
ステップＳ１０２の判断処理において、画面メモ機能の実行指示ではないと判断したとき
には、制御部２０は、その操作入力に応じた他の処理、例えば、チャネル選択や音量調整
などの処理を行って（ステップＳ１０３）、ステップＳ１０１からの処理を繰り返す。な
お、この実施の形態のテレビ受像機の場合には、テレビモードから他のモードへの切り換
えが行われた場合には、切り換えられたモードの処理ルーチン（処理プログラム）が実行
される。そして、テレビモードにモードされた場合に、ステップＳ１０１からの処理を繰
り返すようにされる。
【０１３４】
ステップＳ１０２の判断処理において、画面メモ機能の実行指示であると判断したときに
は、制御部２０は、前述もしたように、キャプチャメモリ部５を制御して、表示するよう
にされる１画面分の映像を形成する映像信号を取り込み（ステップＳ１０４）、スイッチ
回路８、映像合成部１０を制御して、取り込んだ映像信号による映像を子画面１１Ｓに表
示し、テレビ放送番組の映像を親画面１１Ｍに表示する（ステップＳ１０５）。
【０１３５】
そして、制御部２０は、小画面１１Ｓに静止画像として表示される映像中の文字情報の利
用が指示されたか否か、すなわち、再度、画面メモ機能の実行キー１０８が押下されたか
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否かを判断する（ステップＳ１０６）。ステップＳ１０６の判断処理において、画面メモ
機能の実行キー１０８は押下されていないと判断したときには、画面メモ機能を解除し子
画面を消去するようにすることを指示するための消去キー１０９が押下されたか否かを判
断する（ステップＳ１０７）。
【０１３６】
ステップＳ１０７の判断処理において、消去キー１０９が押下されていないと判断したと
きには、ステップＳ１０６からの処理を繰り返し、消去キー１０９が押下されたと判断し
たときには、制御部２０は、映像合成部１０を制御して、映像信号の合成処理を停止させ
ることにより子画面を消去し（ステップＳ１０８）、ステップＳ１０１からの処理を繰り
返す。
【０１３７】
また、ステップＳ１０６の判断処理において、再度、画面メモ機能の実行キー１０８が押
下されたと判断したときには、制御部２０は、キャプチャメモリ部５に取り込まれた映像
信号を読み込んで、前述したように、パターンマッチング法を用いて文字認識処理を行う
（ステップＳ１０９）。
【０１３８】
そして、制御部２０は、文字認識処理の結果、文字情報が認識できたか否かを判断し（ス
テップＳ１１０）、認識できていない、すなわち、文字情報はないと判断したときには、
画面メモ機能を解除し子画面を消去するようにすることを指示するための消去キー１０９
が押下されたか否かを判断する（ステップＳ１１１）。
【０１３９】
ステップＳ１１１の判断処理において、消去キー１０９が押下されていないと判断したと
きには、静止画像として取り込んだ映像中には、文字情報はないか、あるいは、文字認識
することができないので、この実施の形態のテレビ受像機においては、ステップＳ１１１
からの処理を繰り返し、消去キー１０９が押下されるまで待つ。
【０１４０】
ステップＳ１１１の判断処理において、消去キー１０９が押下されたと判断したときには
、制御部２０は、映像合成部１０を制御して、映像信号の合成処理を停止させることによ
り子画面を消去し（ステップＳ１１２）、ステップＳ１０１からの処理を繰り返す。
【０１４１】
また、ステップＳ１１０の判断処理において、文字認識に成功し、文字情報があると判断
したときには、図７に示す処理に移り、認識した文字情報から通信の相手先を特定する情
報を抽出し、この実施の形態のＥＥＰＲＯＭ２４に記憶保持するようにする（ステップＳ
１１３）。
【０１４２】
そして、制御部２０は、ステップＳ１１３において抽出した文字情報が電話番号か否かを
判断する（ステップＳ１１４）。この判断は、抽出した文字情報が、所定の桁数の数字、
あるいは、所定の桁数の数字と左括弧「（」、右括弧「）」、ハイフン「－」などの所定
の記号だけの場合には、抽出した文字情報は、電話であると判断する。
【０１４３】
ステップＳ１１４の判断処理において、抽出した文字情報が、電話番号であると判断した
ときには、電話回路３０を制御し、文字認識して抽出した電話番号に基づいて発呼処理を
行って、目的とする相手先との間に電話回線を接続し（ステップＳ１１５）、目的とする
相手先との通話を行うようにする（ステップＳ１１６）。
【０１４４】
通話終了後、オンフックするようにする動作が行われると、この場合、制御部２０は、映
像合成部１０を制御して、子画面の表示を消去して、テレビ番組の映像をディスプレイ１
１の表示画面の全面に表示するようにする終了処理を実行し（ステップＳ１１７）、図６
に示すステップＳ１０１からの処理を繰り返すことになる。
【０１４５】
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また、ステップＳ１１４の判断処理において、文字認識して抽出した文字情報が、電話番
号でないと判断したときには、文字認識して抽出した文字情報は、電子メールアドレスか
否かを判断する（ステップＳ１１８）。この判断は、抽出した文字情報が、所定の桁数の
数字もしくはアルファベットであり、かつ、所定の位置にアットマーク「＠」が存在して
いるかを確認することにより、抽出した文字情報は、電子メールアドレスであると判断す
る。
【０１４６】
そして、ステップＳ１１８の判断処理において、文字認識して抽出した文字情報は、電子
メールアドレスであると判断したときには、制御部２０は、セレクタ４、スイッチ回路８
を制御して、テレビ放送番組を子画面１１Ｓに表示し（ステップＳ１１９）、電子メール
の作成プログラムを実行して、電子メールの作成画面を親画面１１Ｍに表示する（ステッ
プＳ１２０）。
【０１４７】
そして、電子メールの作成入力を受け付け（ステップＳ１２１）、使用者からの送信指示
入力を受け付けたか否かを判断する（ステップＳ１２２）。ステップＳ１２２の判断処理
において、送信指示入力を受け付けていないと判断したときには、終了指示入力を受け付
けたか否かを判断する（ステップＳ１２３）。このステップＳ１２３の判断処理は、電子
メールを作成したが、送信をせずに、電子メールの作成プログラムを終了させるようにし
たかを判断する処理である。
【０１４８】
ステップＳ１２３の判断処理において、終了指示入力を受け付けていないと判断したとき
には、ステップＳ１２１からの処理を繰り返す。ステップＳ１２３の判断処理において、
終了指示を受け付けたと判断したときには、ステップＳ１１７の終了処理を実行し、この
場合には、作成した電子メールの保存処理などを行って、電子メールの作成プログラムを
終了させ、子画面を消去してテレビ放送番組の映像をディスプレイ１１の表示画面の全面
に表示して、ステップＳ１０１からの処理を繰り返す。
【０１４９】
また、ステップＳ１２２の判断処理において、送信指示入力を受け付けたと判断したとき
には、電話回路３０を制御し、ＥＥＰＲＯＭ２４に予め記憶されている所定のＩＳＰの電
話番号を用いて、そのＩＳＰとの間に電話回線を接続し、そのＩＳＰを通じてインターネ
ットに接続する（ステップＳ１２４）。
【０１５０】
そして、作成した電子メールを、文字認識して抽出した電子メールアドレスを用い、ＩＳ
Ｐおよびインターネットを通じて、目的とする相手先のメールボックスに送信する（ステ
ップＳ１２５）。そして、ステップＳ１１７において、終了処理を実行し、この場合には
、電子メールの作成プログラムを終了させ、子画面を消去してテレビ放送番組の映像をデ
ィスプレイ１１の表示画面の全面に表示して、ステップＳ１０１からの処理を繰り返す。
【０１５１】
ステップＳ１１８の判断処理において、文字認識して抽出した文字情報は、電子メールア
ドレスでないと判断したときには、制御部２０は、図８に示す処理に移り、文字認識して
抽出した文字情報は、ＵＲＬか否かを判断する（ステップＳ１２６）。この判断は、抽出
した文字情報が、ｈｔｔｐ：／／などのＵＲＬにおいて用いられる文字列が含まれている
場合には、抽出した文字列は、ＵＲＬであると判断することができる。
【０１５２】
そして、ステップＳ１２６の判断処理において、文字認識して抽出した文字列がＵＲＬで
あると判断したときには、制御部２０は、図８に示すように、制御部２０は、セレクタ４
、スイッチ回路８を制御して、テレビ放送番組を子画面１１Ｓに表示する（ステップＳ１
２７）。
【０１５３】
そして、制御部２０は、ブラウザを起動し、ＥＥＰＲＯＭ２４に予め記憶されている所定
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のＩＳＰの電話番号を用いて、そのＩＳＰとの間に電話回線を接続し、そのＩＳＰを通じ
てインターネットに接続する（ステップＳ１２８）。そして、文字認識して抽出したＵＲ
Ｌに基づいて特定されるＷｅｂページにアクセスして、そのＷｅｂページをＤ／Ａ変換部
６、セレクタ４を通じて映像信号処理部７に供給し、ディスプレイ１１の親画面１１Ｍに
表示する（ステップＳ１２９）。
【０１５４】
この後、Ｗｅｂページに対する入力を受け付け（ステップＳ１３０）、終了指示入力かさ
れた否かを判断する（ステップＳ１３１）。ステップＳ１３１の判断処理において、終了
指示入力がされていないと判断したときには、制御部２０は、ステップＳ１３０からの処
理を繰り返す。
【０１５５】
ステップＳ１３１の判断処理において、終了指示入力がされたと判断したときには、図７
に示すステップＳ１１７の処理に戻り、終了処理を実行し、この場合には、ブラウザを終
了させ、子画面を消去して、テレビ放送番組の映像をディスプレイ１１の表示画面の全面
に表示して、ステップＳ１０１からの処理を繰り返す。
【０１５６】
また、ステップＳ１２６の判断処理において、文字認識して抽出した文字情報は、ＵＲＬ
ではないと判断したときには、アクセス先の情報はない旨のメッセージをディスプレイ１
１の画面に表示するなどの処理を行い（ステップＳ１３２）、図７に示すステップＳ１１
７の処理に戻り、この場合には、子画面を消去して、テレビ放送番組の映像をディスプレ
イ１１の表示画面の全面に表示して、ステップＳ１０１からの処理を繰り返す。
【０１５７】
このように、この実施の形態のテレビ受像機は、テレビモードにあるときに、画面メモ機
能を実行して、電話番号、電子メールアドレス、ＵＲＬなどの必要な情報を表示情報とし
て含む映像を静止画像として取り込み、これを子画面に表示することができる。
【０１５８】
そして、取り込んだ映像に含まれる表示情報としての文字情報を文字認識して検出し、検
出した文字情報を用いて、電話をかけたり、電子メールを送信したり、Ｗｅｂページにア
クセスしたりすることができる。したがって、使用者は、電話番号、電子メールアドレス
、ＵＲＬなどの通信の相手先を特定する情報をいちいち入力しなくても、迅速かつ正確に
目的とする相手先との間で、通信処理を行うことができる。
【０１５９】
なお、前述した実施の形態においては、画面メモ機能が実行された場合には、いわゆるＰ
ｉｎＰと呼ばれる表示態様で映像を表示するようにし、静止画像として取り込んだ必要な
情報を表示情報として含む映像は、子画面に表示するようにした。
【０１６０】
しかし、映像の表示態様は、ＰｉｎＰに限るものではない、例えば、ディスプレイに表示
画面において、親画面と子画面の２画面を設けるが、子画面は、親画面に映出される映像
を隠すことがないように、親画面の表示領域外に設けるようにするいわゆるＰｏｕｔＰ（
Ｐｉｃｔｕｒ　ｏｕｔ　Ｐｉｃｔｕｒ）と呼ばれる表示態様で表示するようにしてもよい
。
【０１６１】
また、ディスプレイの表示画面を横方向の中心において縦に２分割するようにし、左画面
と右画面との２画面表示を行う表示態様で表示するようにしてもよい。要は、２画面以上
の他画面の表示機能であれば、どのような表示態様で映像を表示するものであっても、こ
の発明を適用することができる。
【０１６２】
また、前述の実施の形態においては、ディスプレイ１１として、ＣＲＴディスプレイを用
いるようにしたが、これに限るものではない。ＬＣＤ（ＬｉｑｕｉｄＣｒｙｓｔａｌ　Ｄ
ｉｓｐｌａｙ）などのディスプレイを用いるようにしてももちろんよい。
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【０１６３】
また、ディスプレイの表示画面にいわゆるタッチパネル（タッチスクリーン）などの表示
画面上の座標位置検出手段を貼付しておき、通信の相手先を特定する情報が表示された子
画面１１Ｓの表示領域に、使用者の指などが接触された場合に、これを子画面１１Ｓに表
示された通信の相手先を特定する情報の利用指示入力とするようにすることもできる。
【０１６４】
すなわち、取り込み指示入力受付手段や利用指示入力受付手段としては、リモコンやテレ
ビ受像機に設けられるボタンスイッチによるものだけではなく、ディスプレイの表示画面
に貼付されるタッチパネルと、ディスプレイに表示される表示情報とにより、取り込み指
示入力受付手段や利用指示入力受付手段を構成するようにしてももちろんよい。
【０１６５】
また、前述した実施の形態においては、リモコン１００の画面メモキー１０８を押下する
ことにより、表示されている画像をキャプチャし、再度画面メモキー１０８を押下するこ
とより、キャプチャして子画面に表示されている画像中に、▲１▼電話番号があれば電話
を発信、▲２▼メールアドレスがあればメール作成、▲３▼ＵＲＬがあればＷｅｂページ
へジャンプ、それ以外は、子画面を消去するものとして説明した。しかし、これに限るも
のではない。
【０１６６】
例えば、上述の▲１▼～▲３▼の場合においても、画面メモキー１０８の再押下時には、
子画面表示を消去するようにする。また、上述の▲１▼～▲３▼の場合において、表示さ
れ、文字認識された情報に応じて、通信処理などを行いたい場合には、別の操作で、次に
実行する処理に遷移するようにする。
【０１６７】
例えば、上述の▲１▼～▲３▼の場合においては、子画面表示中に、リモコン１００のア
ップ／ダウンキー１１７、右矢印キー１１８、左矢印キー１１９の４方向キーのいづれか
が操作された場合には、電話番号や電子メールアドレスやＵＲＬなどの情報をハイライト
表示や反転表示するようにする。
【０１６８】
そして、エンターキー１１６を押下することにより、キャプチャした画像中に含まれ、ハ
イライト表示、あるいは、反転常時された情報に基づいて、電話をかけたり、電子メール
を作成して送信したり、インターネットに接続してＷｅｂページにジャンプするようにす
る。
【０１６９】
このようにすることによって、必要な情報が表示された画像のキャプチャおよび子画面へ
の表示と、子画面の消去とを同じ画面メモキーの押下という簡単な操作で行うことができ
る。また、子画面に表示され、文字認識された情報に基づいて、通信処理などを行う場合
には、通信を行うか否かを使用者に確認させるようにすることができる。したがって、安
易に通信を行うことを防止し、無駄に通信コストをかけないようにすることができる。
【０１７０】
また、前述した実施の形態においては、画面メモ機能を用いて通信の相手先と通信を行う
場合について説明したが、この実施の形態のテレビ受像機の場合には、リモコン１００の
インターネットモードへの切り換えキーや電子メールモードへの切り換えキー、電話モー
ドの切り換えキーを操作することにより各モードに切り換えて、ＵＲＬや電子メールアド
レスや電話番号をて入力して、Ｗｅｂページにアクセスしたり、電子メールを送信したり
、電話をかけたりすることももちろんできる。
【０１７１】
なお、前述した実施の形態においては、地上波のアナログテレビ放送信号を受信、選局す
るテレビ受像機に、この発明を適用した場合を例にして説明したが、これに限るものでは
ない。衛星放送の受信機能を有するテレビ受像機や、データ放送の受信機能を有するテレ
ビ受像機、ケーブルテレビ放送の受信機能を有するテレビ受像機にもこの発明を適用する
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ことができる。また、これらの受信機能のうち、複数の受信機能を有するテレビ受像機に
、この発明を適用することができる。
【０１７２】
また、前述の実施の形態においては、この発明をテレビ受像機に適用した場合を例にして
説明したが、これに限るものではない。例えば、ケーブルテレビ放送の受信装置であるあ
ＳＴＢ（Ｓｅｔ－Ｔｏｐ　Ｂｏｘ）と呼ばれる受信装置や、ＩＲＤ（Ｉｎｔｅｇｒａｔｅ
ｄ　Ｒｅｃｅｉｖｅｒ／Ｄｅｃｏｄｅｒ）と呼ばれる受信装置にもこの発明を適用するこ
とができる。
【０１７３】
この場合には、受信装置に通信機能を実現するための電話回路や、２画面機能を実現する
ための子画面処理部や映像合成部、さらに、キャプチャメモリ部を搭載し、文字認識処理
を実行するプログラムなどの必要な各種のプログラムをも搭載するようにすればよい。そ
して、受信装置において、映像のキャプチャリングや、２画面処理を行い、処理された映
像信号をモニタ受像機に供給するように刷ればよい。
【０１７４】
そして、モニタ受像機の表示画面に表示される映像を見ながら受信装置を制御することに
より、前述した実施の形態のテレビ受像機の場合と同様に、通信の相手先を特定する文字
情報を表示情報として含む映像を静止画像として取り込み、その取り込んだ映像に含まれ
る文字情報を文字認識して検出し、その検出した情報を用いて、通信を行うようにするこ
とができる。
【０１７５】
同様にして、ＶＴＲやＤＶＤ装置などの記録媒体に記録されている映像信号を再生する映
像信号再生装置にもこの発明を適用することができる。この場合には、再生された映像信
号により表示される映像のうち、通信の相手先を示す情報が表示されたる１画面分の映像
を形成する映像信号を取り込み、取り込んだ映像信号により表示される通信の相手先を示
す情報を文字認識して抽出し、通信処理に利用することができる。
【０１７６】
また、例えば、テレビ受像機などのモニタ受像機であって、外部入力端子を備えている映
像信号処理装置、映像表示装置にもこの発明を適用することができる。この場合には、前
述した実施の形態のテレビ受像機の場合と同様に、外部入力端子を通じて供給される映像
信号により表示される映像のうち、通信の相手先を示す情報が表示されたる１画面分の映
像を形成する映像信号を取り込み、取り込んだ映像信号により表示される通信の相手先を
示す情報を文字認識して抽出し、通信処理に利用することができる。
【０１７７】
すなわち、１画面の映像の取り込みの対象となる映像信号は、自機に搭載された選局部に
おいて、受信、選局したテレビ放送信号の映像信号であってもよいし、外部の受信装置や
映像再生装置から外部入力端子を通じて供給を受けた映像信号であってもよい。
【０１７８】
したがって、図１に示すテレビ受像機に外部入力端子を設けた場合には、セレクタ４の前
段において、復調部３からの映像信号を出力してセレクタ４に供給するか、外部入力端子
からの映像信号を出力してセレクタ４に供給するかを切り換えるセレクタを設けるように
すればよい。このセレクタの切り換えは、リモコンに設ける外部入力切り換えキーによっ
て行うようにすればよい。
【０１７９】
また、文字認識して検出した通信の相手先を特定する情報を、例えば、ＥＥＰＲＯＭなど
に蓄積しておくことにより、その蓄積情報を、いわゆるアドレス帳として用いるようにす
ることができる。また、文字認識して検出したＵＲＬをブラウザの機能であるブックマー
クやお気に入りの機能に用いられるＵＲＬとして、登録してもちいるようにすることもで
きる。また、通信の相手先を示す情報は、電話番号、電子メールアドレス、ＵＲＬに限る
ことなく、郵便番号、住所、あて先名などの郵便などによる通信の相手先を特定する情報
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【０１８０】
【発明の効果】
以上説明したように、この発明によれば、表示情報として提供される文字情報を抽出し、
これを２次利用することができる。また、表示情報として提供される文字情報が、電話番
号、電子メールアドレス、ＵＲＬなどの通信の相手先を特定する情報である場合には、使
用者の手を煩わせることなく検出し、迅速かつ正確に目的とする相手先との間で通信を行
うようにすることができる。したがって、より簡単にインターネットなどを利用すること
ができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】この発明による受信装置、テレビ受像機の一実施の形態が適用されたテレビ受像
機を説明するための図である。
【図２】図１に示すテレビ受像機のリモコンの外観を説明するための図である。
【図３】電話番号が表示情報として表示された場合に、これを２次利用する場合を説明す
るための図である。
【図４】電子メールアドレスが表示情報として表示された場合に、これを２次利用する場
合を説明するための図である。
【図５】ＵＲＬが表示情報として表示された場合に、これを２次利用する場合を説明する
ための図である。
【図６】テレビモード時における画面メモ機能の実行時の処理について説明するためのフ
ローチャートである。
【図７】図６に続くフローチャートである。
【図８】図７に続くフローチャートである。
【符号の説明】
１…受信アンテナ、２…選局部（チューナ部）、３…復調部、４…セレクタ、５…キャプ
チャメモリ部、６…Ｄ／Ａ変換部、７…映像信号処理部、８…スイッチ回路、９…子画面
処理部、１０…映像合成部、１１…ディスプレイ、１２…音声信号増幅部、１３…スピー
カ、２０…制御部、２１…ＣＰＵ、２２…ＲＯＭ、２３…ＲＡＭ、２４…ＥＥＰＲＯＭ、
２５…ＣＰＵバス、３０…電話回路、３１…ハンドセット（送受話器）、４１、５１…イ
ンターフェース、４２…ハードディスクドライブ、５２…リモコン信号受光部、１００…
リモコン
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